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滋賀県出土の土器記号文について

１．はじめに
筆者は、平成18年度に栗東市十里遺跡の整理調査を担当

し、出土遺物を実測している際に、弥生時代後期から庄内
期にかけての土器中に、竹管状工具やヘラ状工具による刺
突が単独で施されている土器を６点看取した。施文されて
いた文様は、円形竹管文・円形竹管浮文・刺突文の組み合
わせによるもので、記号文であると判断した。滋賀県出土
の記号文については、『考古学雑誌』で絵画・記号文土器
に関する特集の際に、林博通によって24例が集成されてい
る⑴。また、奈良県立橿原考古学研究所附属博物館『特別
展　弥生人のメッセージ　絵画と記号』においても追加資
料が集成されている⑵。しかし、その後は集成されること
なく現在に至っており、20年近くが経過している状態であ
るため、これを機に再び集成することとした。
記号文を集成するにあたって装飾･絵画･記号それぞれの

定義は、橋本裕行によって「文様は抽象的表現の連続、絵
画は物事の具体的表現、記号は一定の内容を持つ抽象化さ
れた単独の符号となる」と的確に説明されており⑶、それ
に従って集成していく。ただし、装飾と記号文は、竹管文
や円形浮文のように同じ技法を用いて施される場合があり
判断する際に注意が必要で、「小片のため、文様と記号文と
の区別が付かないもの」や「竹管文や円形浮文のうち、一
カ所に施されず器壁を一周し、明らかに装飾であると思わ
れるもの」、「一周はしないが、文様の配置に一定のパター
ンがみられるもの」は集成から除外した。今回は、資料の
集成のみとなったため考察などは次の機会に行いたい。

２．研究史
記号文と絵画土器は、佐原真によって総論とも言える論

文が書かれている。記号文については、①出土する時期、
②分布する地域、③記号文の成立と波及、④記号文が何ら
かの意味を持っており、原始文字的な性格をになっていた
であろうことが論述されている⑷。
また、藤田三郎は、記号文の性格を以下のようにまとめ

ている。①記号文は弥生時代前期から古墳時代前期頃まで
続くが、弥生時代前・中期と後期の間に、その量、形式か
ら大きな画期をみせる。②記号文は文様から記号化された
が、中期後半の絵画土器の出現により両者が組み合わさ
れ、その性格が変化した。③後期になって「記号文」記号
体系として整った。並列的構図を持つ絵画・「記号文」は
二元的世界観を表現している。④「記号文」の描かれた土
器は水壺的性格を有し、それらは農耕祭祀の場で用いられ
た後、村はずれの土坑や溝に廃棄された。⑤畿内以外の地

域では、「記号文」土器は葬送儀礼の場で用いられる事も
あったが、それも生と死という二元的世界観に合致する。
⑥記号文の分布圏内にあっては、記号を通して共通認識が
存在した。したがって、「記号文」は、単に装飾効果を付
加するためのものではなく記号としての位置づけが必要だ
と総括した⑸。
その後、1986年には、奈良県立橿原考古学研究所附属博

物館『特別展　弥生人のメッセージ　絵画と記号』により、
絵画土器と記号文についての特集が組まれ、増加した資料
の集成が行われている⑹。

３．滋賀県下出土の記号文
出土遺跡　今回集成した滋賀県出土の記号文・絵画土器は、
21遺跡81点を数える。遺跡毎に見ると、伊勢遺跡２点、石
田遺跡15点、奥松戸遺跡１点、北大津遺跡６点、久野部遺
跡２点、丁野遺跡１点、滋賀里遺跡１点、下長遺跡11点、
十里町遺跡３点、十里遺跡６点、正伝寺南遺跡６点、八ノ
坪遺跡１点、中北遺跡１点、中兵庫遺跡２点、服部遺跡８
点、針江北・針江川北遺跡３点、針江中遺跡・針江南遺跡
１点、吉武城遺跡１点、播磨田東遺跡１点、南市東遺跡７
点、宮ノ前遺跡１点、柳遺跡１点である。出土遺跡、年代、
出土遺構、器形、施文部位、施文工具、記号模式図は表１
に、出土遺跡は図１にまとめた。
分布状況　第Ⅰ様式から第Ⅲ様式までは、土器記号文自体
の出土点数が少なく散発的な状況が見て取れる。また、土
器記号文が盛行する第Ⅳ様式から第Ⅴ様式にかけては、湖
北では針江北・針江川北遺跡、湖南では柳遺跡、下長遺跡
のように遺構が密集している遺跡に多く出土し、集落の中
心から離れて遺構密度の薄い周辺部の遺構では出土数が少
ない傾向がある。
ヘラ描き･ヘラ押圧、竹管状工具、円形浮文による施文

が見られる。確認できた最古の事例は第Ⅱ様式。第Ⅳ様式
から徐々に増加し、第Ⅴ様式に出土数が急激に増加する。
佐原真は、伊丹市史において第Ⅴ様式の畿内の記号文を集
成している⑺。畿内には絵画も多く検出されているが、記
号の施文パターンは滋賀県出土の例とほぼ同様である。
器形と施文部位　今回の集成で記号文が施文された器形
は、壺・甕・高杯・器台で、量的には圧倒的に壺が多く、
甕と高杯・器台の例は非常に少ない。壺と甕の施文部位は
似通っており、肩部が最も多く、ついで体部上半、底部と
なる。最も少ないのが口縁部への施文であるが、第Ⅱ様式
では３点のうち２点が口縁部内面に施文し、もっとも盛行
する第Ⅴ様式には一点も見られない。高杯は裾部及び裾部
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内面に施文する例が１点ずつ見られた。
出土遺構　記号文を持つ土器が出土した遺構は、竪穴住
居、溝・河川・環濠、井戸、土坑、方形周溝墓、包含層が
ある。出土した点数と遺構を分類し表にまとめた（表２）。
様相　今回の集成で得られた情報を箇条書きにすると以下
のようになる。
①記号文を持つ土器が出土する遺跡は各地域の中心的集落
に集中している。中心周辺のムラでの出土量は極端に減少
する。
②滋賀県では、記号文を持つ土器の所属に対して絵画土器
の出土量が少ない。
③施文器具には箆状工具と竹管状工具、ハケが見られ、円
形浮文も多用される。
④記号文の最も古い例は第Ⅱ様式で第Ⅲ様式にはみられ
ず、第Ⅳ様式より増加し第Ⅴ様式で最盛期を迎える。古墳
時代前期になると出土量が極端に減少する。

４．まとめ
今回の記号文集成では、自分の力不足もあり資料をただ

集めるのみとなってしまった。土器の図版および分析と考
察は次の機会としたい。
滋賀県出土の記号文出土時期、出土遺構は畿内の様相と

一致しており、これまでの研究成果とほぼ変わらない。今
回資料を収集している際に気付いた事に、下長遺跡の流路
から出土した器台のように、４方向に開けられたスカシ孔
のうち一方向のみに三角状に円形スカシ孔を３つ配置した
物が見られた（図２）。これは特殊な例で、１点しか見ら
れなかったが、第Ⅴ様式の竹管文と円形浮文を使用する記
号の配列と共伴土器の高杯・器台のスカシ孔に共通する配
列を持つものがあり、両者に同一の意味を持たせるような
関係があるのではないかと思える。今後は、記号文の分析
を行うとともに、スカシ孔にも注目して資料を集めていき
たい。
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図１　滋賀県出土の土器記号文



― 10 ―

表１―１　滋賀県出土の土器記号文
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滋賀県出土の土器記号文について

表１―２　滋賀県出土の土器記号文
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古墳時代

前期 前期
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 庄内 布留

竪穴住居 0 0 0 0 7 0 0
溝・河川・環濠 0 0 0 2 37 5 4
井戸 0 0 0 0 1 0 0
土坑 0 0 0 0 9 0 0
包含層 0 1 0 1 2 4 0
方形周溝墓 0 0 0 1 6 0 0

不明 0 0 0 1 0 0 0

弥生時代
中期 後期

竪

竪

溝

溝

溝 溝

井 井土

土

包
包

方

方

方
0 0 0 0

7

0 00 0 0

2

37

5
4

0 0 0 0
1

0 00 0 0 0

9

0 00
1

0
1

2

4

00 0 0
1

6

0 0

竪穴住居 溝・河川・環濠 井戸 土坑 包含層 方形周溝墓

竪 溝 井 土 包 方 竪 溝 井 土
包
方 竪 溝 井 土 包 方 土 井 土 包 方

併
行

井 包
竪 竪

表２　出土遺構と時期

表３　出土遺構と時期グラフ

図２　下長遺跡出土器台図２　下長遺跡出土器台



今回の紀要は、出土資料の紹介をはじめ、遺跡および遺構の新たな評価や
再検討など多彩な内容となっています。これらには、近江の独自性が垣間見
えるとともに、幅広い交流の歴史が反映されているようです。
本書が文化財の保護のため、広く活用されることを心より願っています。
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